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準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

科目名 保健医療福祉行政論
教員名

長堀智香子
鈴木悠圭

時間割表参照

（科目番号） （時間割参照） 木12:00-13:00・A214（長堀）

授業概要

保健福祉に関する法制度・行政運営・政策の現状について学習する。また、保健福祉行財政の基礎的知識およ
び、地域の健康問題の解決に必要な社会資源の開発や保健福祉サービスを評価し、調整する方法について学
習する。さらに、地方公共団体の保健福祉行政施策を計画策定、実行、結果評価サイクルにのせて実施するため
の方法や保健福祉行政の推進における、公衆衛生看護の役割を学ぶ。

目的・目標

目的：保健医療福祉分野の行財政施策の仕組みを理解した上で、人々の健康を保持･増進するための施策化の
必要性、方法を理解できる。
目標：１．地域保健体制とその変遷を学び、保健医療行政における看護職の役割を説明することができる
　　　　２．地域保健行政と保健師の活動方法を習得することができる

授
業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

保健医療福祉行政の基本
保健医療福祉制度の変遷

到達目標：保健医療福祉行政の目指すものと衛生行政の体系、制度の変遷について説
明できる。
学習内容：保健医療福祉行政の基盤となる根拠について学ぶ。また、地域保健の基盤と
なる法律や制度について学習する。

保健医療福祉行政・財政の理
念としくみ

到達目標：保健行政の体系と役割について説明できる。
学習内容：行政の定義と役割、国と地方公共団体の財政の仕組みについて学習する。

地域保健行政と
保健師活動

到達目標：地域保健の体系における都道府県と市町村の役割分担が説明できる。
学習内容：県型保健所と市型保健所および市町村保健センターの業務と相違点について
学習する。

保健医療福祉の
計画と評価

到達目標：保健医療福祉計画と分野別計画の重要性や整合性について説明できる。
学習内容：都道府県と市町村保健医療福祉計画の概要について学習する。

地域保健福祉計画演習①
到達目標：土浦市の保健医療福祉計画の概要について説明できる。
学習内容：土浦市の分野別保健医療福祉計画の概要についてまとめる。

地域保健福祉計画演習②
到達目標：土浦市の保健医療福祉計画の概要について説明できる。
学習内容：土浦市の分野別保健医療福祉計画の概要についてまとめる。

社会保障制度と政策1
到達目標：社会保障制度の理念としくみについて説明できる。
学習内容：社会保障制度および医療制度について学習する。

社会保障制度と政策2
到達目標：介護保険制度の仕組みについて説明できる。
学習内容：介護保険利用の流れ、サービスの内容、地域包括ケアシステムにおける自治
体の役割を学習する。

地域保健福祉計画演習③
到達目標：土浦市の保健医療福祉計画の概要について説明できる。
学習内容：土浦市の分野別保健医療福祉計画の概要についてグループごとに発表する。

施策化・事業化①
到達目標：保健事業計画立案のプロセスおよび留意点について説明できる。
学習内容：保健事業計画立案のプロセスについて学習する。

施策化・事業化②
到達目標：保健事業計画立案のプロセスおよび留意点について説明できる。
学習内容：保健事業計画立案のプロセスについて学習する。

事業化演習①
到達目標：保健事業計画を立案することができる。
学習内容：保健事業計画立案のプロセスについて学習する。

事業化演習②
到達目標：保健事業計画を立案することができる。
学習内容：保健事業計画立案のプロセスについて学習する。

事業化演習③
到達目標：保健事業計画を立案することができる。
学習内容：保健事業計画立案のプロセスについて学習する。

事業化演習④
到達目標：保健事業計画を立案することができる。
学習内容：保健事業計画立案のプロセスについて学習する。

成績評価の
方法・基準

演習での課題50%、期末試験50％

教員からの
メッセージ

地域住民の健康を守り、QOLの向上を図るためには、保健医療福祉行政について熟知する必要があります。演習
を通して学びを深めていきましょう。行政で勤務した保健師がこの授業を担当します。

教科書 保健医療福祉行政論　第5版 藤内修二他 医学書院

参考図書 標準保健師講座３　対象別公衆衛生看護活動（購入済）


